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滋賀県立総合病院の災害拠点病院の指定について

■ 災害拠点病院とは
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阪神淡路大震災（平成７年）の教訓を踏まえ、災害時における地域の医療機関

を支援するための災害拠点病院の整備が進められた。
（平成８年５月10付け健政発第451号 厚生省健康政策局長「災害時における初期救急医療体制の充実強化について」）

災害時に発生する多発外傷、挫滅症候

群、広範囲熱傷等の重傷患者を受け入

れ、救命医療を行う高度診療機能を有

し、また自己完結型の医療救護チーム

の派遣機能 や地域の医療機関への応

急資器材の貸し出し機能等を有する医

療機関として、原則、２次医療圏ごと

に１箇所指定を行う。

「地域」災害拠点病院

地域災害拠点病院が有する機能をさら

に充実強化するため、要員の訓練や研

修等の機能を併せもつ中核的な医療機

関として、原則、県域に１箇所指定を

行う。

「基幹」災害拠点病院

災害拠点病院指定要件に基づき

都道府県医療審議会等の承認を得て、都道府県が指定する。



滋賀県立総合病院の災害拠点病院の指定について

■ 滋賀県の災害拠点病院の指定状況（令和７年３月26日時点）
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保健
医療圏

種別 医療機関名 指定年月日

県全域 基幹 大津赤十字病院 平成９年１月20日

大 津
地域 市立大津市民病院 平成９年１月20日

地域 滋賀医科大学医学部附属病院 平成22年３月５日

湖 南
地域 淡海医療センター 平成18年４月28日

地域 済生会滋賀県病院 平成９年１月20日

甲 賀 地域 公立甲賀病院 平成21年８月11日

東近江 地域 近江八幡市立総合医療センター 平成９年１月20日

湖 東 地域 彦根市立病院 平成９年１月20日

湖 北 地域 長浜赤十字病院 平成９年１月20日

湖 西 地域 高島市民病院 平成21年８月11日

10病院を災害拠点病院に指定



滋賀県立総合病院の災害拠点病院の指定について

■ 災害拠点病院の指定の流れ
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災害拠点病院の
指定要件の確認

滋賀県医療審議会
滋賀県災害医療
体制連絡協議会

滋賀県災害医療所管課
による書類確認および
現地確認の実施

災害拠点病院の指定に
向けた取組みについて
報告

災害拠点病院の指定に
ついて承認

「同一医療圏に下記要件を具備している医療機関が複数ある場合、地域において各災害拠点病院
の役割分担を決めたうえで、必要に応じて指定すること」となっている。

➢ 災害拠点病院の指定要件を満たすこと。
➢ 公的病院または一定規模（概ね２００床以上）を有する病院であること。

災害拠点病院の
指定要件の確認

滋賀県医療審議会
滋賀県災害医療
体制連絡協議会

○○地域災害医療
体制検討委員会

滋賀県災害医療所管
課による書類確認お
よび現地確認の実施

災害拠点病院の指定
に向けた取組みにつ
いて報告

地域における各災害
拠点病院の役割分担
について検討

災害拠点病院の指定
について承認



滋賀県立総合病院の災害拠点病院の指定について

■ 滋賀県立総合病院の指定に向けた取組状況
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令和５年 ２月 滋賀県立総合病院から滋賀県医療政策課へ（地域）災害拠点病
院の指定について打診

11月13日 災害拠点病院指定要件の充足状況の確認

令和６年 ３月19日 令和５年度第２回滋賀県災害医療体制連絡協議会

災害拠点病院の指定に向けた取組状況について報告

近年、豪雨災害の危険を及ぼす大雨の発生頻度が大幅に増加していることや南海トラフ巨大地震の発生が想定

されるなど自然災害の頻発化、激甚化の傾向が懸念されるところである。

大きな災害の発生時には、医療資源が不足する環境の中で通常より医療需要が増大することが見込まれ、滋賀

県立総合病院には適切な医療の提供や職員の派遣など、県民をはじめとする様々な期待に応える使命があると考

える。

新型コロナウイルス感染症への対応においても、重点医療機関として県の対応方針に基づき患者の受け入れや

検査、職員の支援派遣を行うなど、近隣地域はもとより県全体の医療提供体制の確保に一定の役割を担ってきた。

当院は、災害時の医療において、行政や医療機関等と連携を図りながら、県立病院としてその役割を担ってい

くため、災害拠点病院（DMAT指定医療機関）の指定を目指す。（目標：令和７年４月１日）

12月20日 災害拠点病院指定要件の充足状況の追加確認

小児保健医療センターの現地確認



滋賀県立総合病院の災害拠点病院の指定について

■ 滋賀県立総合病院の指定に向けた取組状況
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令和７年 １月31日 令和６年度第１回湖南地域災害医療体制検討委員会

地域における各災害拠点病院の役割分担について検討

災害拠点病院の体制強化への貢献

✓ 湖南圏域北部（守山市・野洲市）の患者を中心

に受け入れ（医療の需給ギャップを緩和）

✓ 隣接圏域（主に東近江圏域）患者の受入れや県

北部のバックアップ機能を担うことができる

✓ 県全体の災害拠点病院の負担軽減に寄与できる

災害時における小児医療の提供

✓ 重症心身障害児や医療的ケア児の受入れ

✓ 上記の保護者が傷病者になった際の家族単位で

の受入れ

✓ 外因系も含めた小児救急領域における初期診療

と入院管理、適切な施設への再分配を行うため

のハブとなる

圏域 人口（約）
災害拠点
病院数

災害拠点病院あ
たりの対応人口

災害拠点病院
総ベッド数

1ベッドあたり
の対応人口

大津 345,000 3 115,000 1,688 204 

湖南 352,000 2 176,000 813 433 

甲賀 140,000 1 140,000 413 339 

東近江 223,000 1 223,000 407 548 

湖東 153,000 1 153,000 438 349 

湖北 145,000 1 145,000 504 288 

湖西 44,000 1 44,000 210 210 

＋635床県立総合病院が災害拠点病院になると

（令和7年1月1時点）◆ 医療圏域ごとの災害拠点病院における対応人口

湖南 352,000 ３ 117,000 1,448 243

３月27日 令和６年度第２回滋賀県医療審議会

４月１日 災害拠点病院として指定


